
『発達障害者家族の集い講演会』 

「見えている姿、見えていない困りごと」 

～ＡＳＤ児のカモフラージュとその背景～ 

 

 

 

 

 

 

●講師  角野
か ど の

 直美
な お み

 氏（児童発達支援センターエポック幼稚舎 園長） 
 

●日程  令和８年８月３０日（日）  １０：００～１２：３０（開場９：３０～） 

●場所  東区地域福祉センター ３階 大会議室 

広島市東区東蟹屋町９－３４（東区役所隣） 

●対象  発達障害のあるこどもがいる家族や支援者など 

●定員  １００人 （参加費無料） 

※ 託児を申し込まれる方は、こども一人につき 1,000円が必要です。 

 （託児は 5人程度を予定しておりますが、受け入れ体制の状況に 

 よってはご希望に添えない場合もございますのでご了承ください。）                                          

●主催  「発達障害者家族の集い」実行委員会 
 

 

●申込方法 右記の二次元コードを読み取るか、 

「発達障害者家族の集い講演会」で検索してください。 

 

●申込期限 令和８年８月１7 日（月） 

※ 定員を超えて申し込みがあった場合は、抽選により参加者を決定させていただきます。 

申込締切後、ご登録いただいたメールアドレス宛に、順次結果をお知らせいたします。 

※ ご記入いただいた個人情報は今回の講演会にのみ使用させていただきます。 

 

 

 

 

 

お問合せ・申込先 

  「発達障害者家族の集い」実行委員会事務局（広島市こども療育センター管理課内） 

   〒７３２-００５２ 広島市東区光町二丁目１５-５５ 

ＴＥＬ（０８２）２６３-０６８３ ＦＡＸ（０８２）２６１-０５４５  

ｅ-mail  ko-shien@city.hiroshima.lg.jp  

 

構成：広島市手をつなぐ育成会、広島自閉症協会、広島発達障害親の会「明日葉」、 

広島市（広島市こども未来局こども青少年支援部）、広島市発達障害者支援センター 

広島市 

ASD（自閉スペクトラム症）、ADHD（注意欠如・多動症）、SLD（限局性学習症）などの発達障害のあ

るこどもたちが円滑に日常生活を送っていくには、保護者等を含め、関わる人たちがその特性や困難

さを理解し、サポートすることが大切です。 

発達障害のあるこどもたちの中には、周囲への適応を優先するあまり、自身の困難さが見過ごされ

やすいこどもがいます。今回は、近年注目されている「カモフラージュ」に焦点を当て、その理解を

深めるとともに、こどもたちの見えにくいニーズに寄り添う支援のあり方について、講師の角野直美

先生と一緒に考えていきたいと思います。ぜひご参加ください。 

 

 

 

▷公認心理師 ▷幼稚園教諭 ▷保育士 ▷自閉スペクトラム支援士 

▷UCLA:PEERSⓇCertified Provider  

 

広島市委託事業 

mailto:ko-shien@city.hiroshima.lg.jp

